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第６ 技術解説書 【 個別技術編 】 （画像は国資料等からの引用を含む） 

１ 土地利用型（水稲＋大豆）関連 
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２ 露地野菜（すいか、えだまめ、ねぎなど）関連 
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３ 施設野菜（トマト、きゅうり、アスパラガスなど）関連 
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４ 花き関連 
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５ 果樹関連 
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６ 肉用牛、乳用牛関連 
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７ 乳用牛関連 
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第７ スマート農業技術導入による効果試算と調査事例等 
 
１ 稲作経営におけるスマート農業機械導入の目安 

   スマート農業技術は導入コストが高いため、導入に当たっては経営規模等を考慮し 

費用対効果を検証する必要があります。 

そこで、稲作経営におけるスマート農業機械導入の「作業可能面積」と「利用規 

模の下限面積」を示すことで、自身の経営規模と照らし合わせ、導入の検討材料とな 

るよう、試算を行いました。 

 

 （１） トラクター（自動操舵装置装着） 

  ア 作業可能面積 

    「作業可能面積」は、機械の作業能率から所定の作業期間内に稼働できる面積 

   として算出し、導入したトラクターが最大限に作業できる目安になります。 

50PS トラクターの場合、耕起の「作業可能面積」は、自動操舵装置無しでは

22ha なのに対し、有りでは 30ha まで増加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－１ トラクター（自動操舵装置装着）の作業可能面積 

① 作業能率（１ha当たりにかかる作業時間） 
慣行農機の作業能率は国の試算例を参考としました。 
スマート農業機械の作業能率は、農林水産省農林水産技術会議の「スマート農業実証プロジェクト」
の労働時間削減率をもとに試算しました（Ｐ54の参考Ⅰ）。 
100PSの作業能率は、本指針 Ｐ56 第７効果試算 ２．秋田県農業試験場における現地調査事例 
（１） 100 馬力セミクローラトラクター（自動操舵装置装着）で示した値を使用しました。  

② 作業期間 
令和６年度版稲作指導指針（秋田県農林水産部）の農作業進捗状況における各作業平年値の始期～終
期の日数としました（Ｐ55の参考Ⅱ、以下同じ）。 

③ 作業可能日数 
アメダスポイント（秋田）における作業期間中の無降雨日の出現率から算出しました。 

④ 作業時間 
一日の作業時間で、春（耕起・代かき・田植え）は８時間、秋（収穫）は７時間としました。 

⑤ 作業可能日数 
作業期間に③を乗じて算出しました（参考Ⅱ）。 

⑥ 実作業率 
④のうち、移動時間等を考慮したほ場内での作業時間の割合で、国の試算例を参考としました。 

⑦ 日作業面積 
一日に作業出来る面積で、作業時間/作業能率で算出した一日当たりほ場作業量に実作業率を乗じて
算出しました。 

⑧ 作業可能面積 
日作業面積に作業可能日数を乗じて算出しました。 
 

有り 無し 有り 無し 有り 無し

①作業能率(耕起 / 代かき）
（hr/ha）

2.9 / 1.5 3.9 / 2.1 2.2 / 1.1 2.9 / 1.5 1.5 / 0.7 1.6 / 0.8

②作業期間（日）　

③作業可能日数率（％）　

④作業時間（hr)　

⑤作業可能日数（日）
②×③

⑥実作業率（％）

⑦日作業面積（耕起 / 代かき）
（hr/ha）
④/①×⑥

2.1 / 3.9 1.5 / 2.9 2.8 / 5.5 2.1 / 4.1 4.0 / 8.6 3.8 / 7.8

⑧作業可能面積（耕起 / 代かき）
（ｈａ）
⑦×⑤

30 / 39 22 / 29 40 / 49 30 / 41 58 / 86 55 / 78

75

耕起14.5 / 代かき10

耕起63、代かき100

8.0

耕起23 / 代かき10　（２回代かき）

自動操舵装置
トラクター

（耕起 / 代かき）

50PS 70PS 100PS
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イ 利用規模の下限面積 

   機械を導入する目安として、作業委託費と機械利用経費から「利用規模の下限面積」

を試算しました。 

「利用規模の下限面積」は、面積に応じた作業委託費の直線Ａが、固定費に面積に

応じた変動費を加えた直線Ｂ（機械利用経費）と交わる点になります（図－１）。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクター（自動操舵装置有り）の「利用規模の下限面積」は、50PSで 30.2ha、

70PS で 34.0ha、100PS で 46.0ha となり、この面積が過剰投資とならない目安とな

ります（図－１、表－２）。 
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図－１ トラクターの作業委託費と機械利用経費

（自動操舵装置有り）の比較
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表－２ 試算に用いたトラクター（自動操舵装置）の導入費用の内訳 

⑨ 機械の導入費用 
  各メーカーの標準価格を参考としました。 
⑩ 固定費 
  ⑨に年間固定比率を乗じて算出しました。年間固定比率は秋田県特定高性能農業機械導入計画（平成 31

年-平成 35年）を参考としました（Ｐ55 参考Ⅲ）。 
  自動操舵装置有りの固定費には、ＲＴＫ位置補正情報サービスの年間利用料39,600 円を含みます。 
⑪ １ha当たり変動費 
  １ha当たりの人件費と燃料費から算出しました。 
  人件費はオペレーター1,500 円/hr、一般作業1,000 円/hrとして算出しました。 

燃料費は石油製品小売市況調査令和 6年１月から 12 月における秋田県のガソリン・軽油の平均単価に、
各農機の時間当たりの燃料消費量を乗じて算出しました。 

⑫ １ha当たり作業委託費 
  一般社団法人秋田県農業会議作成の農作業受委託料金試算事例を用いました。 
⑬ 利用規模の下限面積 
  図－１の直線Ａ ＝（１ha当たり作業委託費）×（経営面積） 
     〃  Ｂ ＝（固定費）＋（1ha当たり変動費）×（経営面積） 
  と表せます。 

利用規模の下限面積は、Ａ＝Ｂ となる点であるので 
  利用規模の下限面積 ＝ ⑩ 固定費／（⑫ １ha当たり作業委託費 － ⑪ １ha当たり変動費） 
  で試算されます。 
      

有り 無し 有り 無し 有り 無し

本体（千円） 8,592 7,442 10,686 9,436 15,417 13,937

ロータリー（千円） 1,485 1,485 1,485 1,485 1,661 1,661

ドライブハロー（千円） 1,129 1,129 1,129 1,129 1,246 1,246

計 11,206 10,056 13,300 12,050 18,324 16,844

本体（千円）
固定費率24％

2,102 1,786 2,604 2,265 3,740 3,345

ロータリー（千円）
固定比率28%

416 416 416 416 465 465

ドライブハロー（千円）
固定比率24.5％

277 277 277 277 305 305

計 2,794 2,478 3,297 2,957 4,510 4,115

16.3 22.1 12.1 16.4 11.0 11.8

30.2 28.5 34.0 31.9 46.0 42.3

50PS 70PS 100PS

109

⑩
固
定
費

⑨
機
械
の
導
入
費
用

⑪１ha当たり変動費(千円）
人件費＋燃料費

⑫１ha当たり作業委託費(千円)
※耕　起4,905円/10a
　代かき5,996円/10a

自動操舵装置
トラクター

（耕起 / 代かき）

⑬利用規模の下限面積
（ha）
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       ウ 導入の目安 

     自動操舵装置有りの場合、耕起と代かきを合わせた「作業可能面積」は、50PS 

で 69ha、70PS で 89ha、100PS で 144ha となります。 

同様に「利用規模の下限面積」は、50PSで 30.2ha、70PS で 34.0ha、100PSで 46.0ha 

となります。 

自動操舵装置を利用することで、「作業可能面積」が増加する他、オペレーターは 

耕起・代かきの仕上がり具合を確認しながら作業することが可能となり、ハンドル操 

作が不要となることから疲労軽減につながる利点があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－３ トラクター（自動操舵装置装着）の導入の目安 

有り 無し 有り 無し 有り 無し

日作業面積(hr/日）
（耕起 / 代かき）

2.1 / 3.9 1.5 / 2.9 2.8 / 5.5 2.1 / 4.1 4.0 / 8.6 3.8 / 7.8

作業可能面積(ha）
（耕起 / 代かき）

30 / 39 22 / 29 40 / 49 30 / 41 58 / 86 55 / 78

利用規模の下限面積(ha) 30.2 28.5 34.0 31.9 46.0 42.3

自動操舵装置
トラクター

（耕起 / 代かき）

50ＰＳ 70PS 100PS
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 （２） 田植機（直進アシスト機能付き） 

   ア 作業可能面積 

       Ｐ44 「（１）トラクター ア 作業可能面積」と同様に試算しました。 

６条植田植機の場合、田植の「作業可能面積」は、直進アシスト機能無しでは

17.1ha なのに対し、有りでは 19.9ha まで増加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用規模の下限面積 

Ｐ45「（１）トラクター イ 利用規模の下限面積」と同様に試算しました。 

田植機（直進アシスト機能有り）の「利用規模の下限面積」は、６条植で17.9ha、

８条植で 20.5ha となり、この面積が過剰投資とならない目安となります（図－２、

表－５）。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－４ 田植機（直進アシスト機能付き）の作業可能面積 
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図－２ 田植機の作業委託費と機械利用経費（直

進アシスト機能付き）の比較

作業委託

６条

８条

20.5

17.9

直線Ｂ

直線Ａ

有り 無し 有り 無し

①作業能率
（hr/ha）

3.2 3.7 2.6 3.1

②作業期間（日）

③作業可能日数率（％）　

④作業時間（hr)　

⑤作業可能日数（日）
②×③

⑥実作業率（％）

⑦日作業面積
（hr/ha）
④/①×⑥

1.7 1.5 2.3 2.0

⑧作業可能面積
（ｈａ）
⑦×⑤

19.9 17.1 26.1 22.4

60

8.0

11.4

70 75

田植機

６条植 ８条植

直進アシスト機能

19.0
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      ウ 導入の目安 

      直進アシスト機能有りの場合、「作業可能面積」は６条植で19.9ha、８条植で26.1ha 

となります。 

同様に「利用規模の下限面積」は６条植で17.9ha、８条植で20.5ha となります。 

直進アシスト機能を利用することで、「作業可能面積」が増加する他、慣れていな 

いオペレーターでも正確に植え付けることができるとともに、ハンドル操作が楽にな 

るため疲労軽減につながる利点があります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－５ 試算に用いた田植機（直進アシスト機能付き）の導入費用の内訳 

表－６ 田植機（直進アシスト機能付き）の導入の目安 

有り 無し 有り 無し

⑨機械の導入費用（千円） 4,907 4,390 5,765 5,248

⑩固定費（千円）
固定比率26.3％

1,291 1,155 1,516 1,380

⑪ha当たり変動費（千円）
人件費＋燃料費

10.7 16.4 8.8 13.4

⑫１ha当たり作業委託費(千円)
※8,271円/10a

⑬利用規模の下限面積
（ha）

17.9 17.4 20.5 19.9

田植機

６条植 ８条植

直進アシスト機能

83

有り 無し 有り 無し

日作業面積(hr/日） 1.7 1.5 2.3 2.0

作業可能面積(ha） 19.9 17.1 26.1 22.4

利用規模の下限面積(ha) 17.9 17.4 20.5 19.9

６条植 ８条植

田植機 直進アシスト機能
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（３） コンバイン（自動運転アシスト機能付き・有人） 

     ア 作業可能面積 

       Ｐ44 「（１）トラクター ア 作業可能面積」と同様に試算しました。 

６条刈コンバインの場合、収穫の「作業可能面積」は、自動運転アシスト機能

無しでは 17.2ha なのに対し、有りでは 21.0ha まで増加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用規模の下限面積 

Ｐ45「（１）トラクター イ 利用規模の下限面積」と同様に試算しました。 

コンバイン（自動運転アシスト機能有り・有人）の「利用規模の下限面積」は、６

条刈で 37.2ha となり、この面積が過剰投資とならない目安となります（図－３、表

－８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－７ コンバイン（自動運転アシスト機能付き・有人）の作業可能面積 
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図－３ コンバインの作業委託費と機械利用費（自動

運転アシスト機能付き・有人）の比較
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3.3 4.0
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     ウ 導入の目安 

     自動運転アシスト機能付き・有人の「作業可能面積」は、６条刈で21.0haとなりま 

す。同様に、「利用規模の下限面積」は６条刈で37.2ha となります。 

自動運転アシスト機能を利用することで、「作業可能面積」が増加する他、オペレ－ 

ターは刈取幅の重複や刈残しを最小限に抑えることができ、作業が効率化されます。  

また、運転操作が楽になるため疲労軽減につながる利点があります。  

 

    

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

表－８ 試算に用いたコンバイン（自動運転アシスト機能付き・有人）の導入費用の内訳

表－９ コンバイン（自動運転アシスト機能付き・有人）の導入の目安 

※コンバインの導入費用が高いことから、利用規模の
下限面積のほうが作業可能面積より大きくなること

に留意 

有り 無し

⑨機械の導入費用（千円） 23,639 22,143

⑩固定費（千円）
固定比率24.7％

5,839 5,469

⑪ha当たり変動費（千円）
人件費＋燃料費

15.5 18.9

⑫１ha当たり作業委託費(千円)
※17,231円/10a

⑬利用規模の下限面積
（ha）

37.2 35.7

自動運転アシスト
機能・有人

172

コンバイン

６条刈

有り 無し

日作業面積(hr/日） 1.5 1.2

作業可能面積(ha） 21.0 17.2

利用規模の下限面積(ha) 37.2 35.7

コンバイン

６条刈

自動運転アシスト
機能・有人
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（４） ドローン 

    ア 利用規模の下限面積 

ドローンの作業は、除草剤・病害虫防除・追肥の他、直播栽培における播種作業

など、多岐に渡ることから、経営面積ではなく、稼働面積で試算しました。 

「利用規模の下限面積」は、10Ｌタイプで35.8ha、20Ｌタイプで48.7ha となり、こ

の面積が過剰投資とならない目安となります（図－４、表－10）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－10 試算に用いたドローンの導入費用の内訳 

⑭ 機械の導入費用 

本体とバッテリーの導入経費で、メーカー標準価格を参考としました。 

⑮ 固定費 

⑭に年間固定比率（減価償却費14.3％、保険料3.47％）を乗じた値に、 

点検費（メーカー標準価格143,000 円）、ＲＴＫ位置情報補正サービス利用 

料 39,600 円を合計して算出しました。 

⑯ ha当たり変動費 

１ha当たり人件費から算出しました。 

人件費はオペレーター1,500 円/hr、一般作業 1,000 円/hr として、オペレーター1 人と

補助２人の組作業で試算しました。 

⑰ １ha当たり作業委託費 

  秋田市の農作業標準受委託料を使用しました。 

⑱ 利用規模の下限面積 
  P46 の⑬と同様の手法で試算しました。 
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図－４ ドローンの作業委託費と機械利用費用と

の比較

作業委託

１０Ｌ

２０Ｌ

35.8

48.7

直線Ａ

直線Ｂ

１０Ｌ ２０Ｌ 備考

⑭機械の導入費用（千円） 1,607 2,553 本体＋バッテリー

⑮固定費（千円）
468 636

減価償却14.3％、保険費3.47%
点検費143,000円、RTK位置情報
補正サービス利用料39,600円

⑯ha当たり変動費（千円）
人件費

0.9 0.9

⑰１ha当たり作業委託費(千円)

⑱利用規模の下限面積（ha） 35.8 48.7

14
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    イ 導入の目安 

      ドローンの「利用規模の下限面積」は10Ｌタイプで35.8ha、20Lタイプで48.7ha と 

なりますが、高齢者や力の弱い方でも広範囲のほ場に農薬や肥料を短時間で散布する

ことが出来るようになります。また、散布時の農薬の被曝なども減り、作業者の安全

性が高まります。 
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参 考 

Ⅰ 各農機の基礎数値 

○ トラクター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 田植機 

    

 

 

 

 

 

 

○ コンバイン 

      

 

 

 

 

作業能率 実作業率 日作業面積 作業能率 実作業率 日作業面積

hr/ha ％ ha/日 hr/ha ％ ha/日

50ＰＳ 3.9 1.5 2.9 2.1

70ＰＳ 2.9 2.1 2.2 2.8

100ＰＳ 1.6 3.8 1.5 4.0

50ＰＳ 2.1 2.9 1.5 3.9

70ＰＳ 1.5 4.1 1.1 5.5

100ＰＳ 0.8 7.8 0.7 8.6

慣行 自動操舵あり

75

工程 規格

実作業率と慣行の作業能率・日作業面積は国の試算例を引用しました。自動操舵ありの作業能率は、慣行比26％の削
減率で算出しました（農水省「令和元年度スマート農業実証プロジェクト」の成果について（水田作）」（令和２年
10月）の労働時間削減率）。

耕起

代かき

75

75

75

作業能率 実作業率 日作業面積 作業能率 実作業率 日作業面積

hr/ha ％ ha/日 hr/ha ％ ha/日

６条 3.7 70 1.5 3.2 70 1.7

８条 3.1 75 2.0 2.6 75 2.3

慣行 直進アシスト機能あり

規格

実作業率と慣行の作業能率・日作業面積は国の試算例を引用しました。直進アシスト機能ありの作業
能率は、慣行比14％の削減率で算出しました（農水省「令和元年度スマート農業実証プロジェクト」
の成果について（水田作）」（令和２年10月）の労働時間削減率）。

作業能率 実作業率 日作業面積 作業能率 実作業率 日作業面積

hr/ha ％ ha/日 hr/ha ％ ha/日

６条 4.0 70 1.2 3.3 70 1.5

実作業率と慣行の作業能率・日作業面積は国の試算例を引用しました。自動運転アシスト機能ありの
作業能率は、慣行比18％の削減率で算出しました（農水省「令和元年度スマート農業実証プロジェク
ト」の成果について（水田作）」（令和２年10月）の労働時間削減率）。

規格

慣行 自動運転アシスト機能（有人）あり
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Ⅱ 作業期間の基礎数値 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 年間固定比率の基礎数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

減価
償却費

修理費 車庫費
資本利子
租税公課
保険料

トラクター 24.0 14.3 4.7 1.5 3.5

ロータリー 28.1 14.3 6.3 4.0 3.5

ドライブハロー 24.5 14.3 1.7 5.0 3.5

田植機 26.3 14.3 5.0 3.5 3.5

コンバイン 24.7 14.3 5.4 1.5 3.5

年間固定比率の内訳

年間固定比率機械名

作業内容 始期 終期
作業期間
（日）

作業可能
日数率
（％）

作業可能日数
（日）

耕起 4月20日 5月12日 23 63 14.5

田植え 5月12日 5月30日 19 60 11.4

収穫 9月20日 10月15日 26 54 14.0

作業可能日数率は、作業期間中の無降雨日の出現率（秋田地方気象台の2013～
2024のデータから参照）から算出しました.
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２  スマート農業技術の調査事例等 
  

    秋田県ではスマート農業に関する調査や実証を県内各地で行い、実装に向けたデー

タの収集を行っています。ここでは、（１） 100 馬力セミクローラトラクター（自動

操舵装置装着）、（２） 薬剤散布用ドローン（マルチロータ）の協調作業、（３） 施

設キュウリ栽培における自動灌水装置の実証事例をまとめました。 

  

（１） 100 馬力セミクローラトラクター（自動操舵装置装着） 

ア 水稲４作業 

自動操舵装置を使用することにより、作業の精密化等の効果で、各作業の作業

能率が向上するため、設定した期間内で作業可能面積が４ha 以上増加します。 

自動操舵装置装着の有無による利用下限面積の差は、約４ha と試算されます。 

イ 大豆２作業 

自動操舵装置を使用することにより、作業の精密化等の効果で、各作業の作業

能率が向上するため、設定した期間内で作業可能面積が３ha 増加します。 

自動操舵装置装着の有無による利用下限面積の差は、約６ha と試算されます。 

ウ 水稲４作業＋大豆２作業 

水稲と大豆の機械導入に係る負担割合を７割：３割とした場合、作業能率が向

上するため、作業可能面積が水稲で４ha、大豆で２ha 増加します。   

なお、大豆作業は、水稲作業終了後に行うこととし、単独の場合より作業期間

を 19 日間短く設定しました。 

自動操舵装置装着の有無による利用下限面積の差は、水稲で 2.6ha、大豆で

0.1ha と試算され、水稲単独利用の場合より少なくなります。 

また、自動操舵装置は高価であるため、トラクターでの作業面積が大きくなる

大規模な複合経営での導入が適しています。 

 

○ 自動操舵装置装着のメリット 
 

・ 作業が重複する部分（ラップ代）を設定する事で、熟練者でなくても正確 

に作業が可能 

・ 正確な作業で作業能率が向上するため、計画的な作業に貢献 

・  1 行程空けての作業も正確に行えるため、大型トラクターでもほ場を傷め 

ず作業が可能 

・ 直進作業が自動化され、ハンドル操作も少なく、作業の仕上がりも確認が 

できるため、肉体的・精神的疲労が軽減 
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■ 水稲４作業：春耕起（ロータリー）、荒・植代かき（代かきハロー）、秋粗耕起（スタブルカルチ）

慣行

①作業能率 （時間／ha）

作業可能面積　42.4ha

　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.57
　荒代かき ﾊﾛｰ   0.69
　植代かき ﾊﾛｰ   0.85
　秋粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.70

作業可能面積　46.8ha　

　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.49
　荒代かき ﾊﾛｰ   0.62
　植代かき ﾊﾛｰ   0.77
　秋粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.59

②購入価格 （千円） 16 ,656  19 ,153  

③年間固定費 （千円） 4,106 4,667 

④ha当たり変動費 （円） 20,819 18,973 

⑤作業請負料金 （千円） 154 154 

　利用規模の下限面積
　③／（⑤-④/1000）

（ha） 30 .8  34 .6  

■ 大豆２作業：春粗耕起（スタブルカルチ）、春耕起（ロータリー）

慣行

①作業能率 （時間／ha） 作業可能面積　49.9ha

　春粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.70
　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.57

作業可能面積　52.8ha

　春粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.59
　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.49

②購入価格 （千円） 13 ,956  16 ,453  

③年間固定費 （千円） 3,444 4,006 

④ha当たり変動費 （円） 14,339 13,107 

⑤作業請負料金 （千円） 94 94 

　利用規模の下限面積
　③／（⑤-④/1000）

（ha） 43 .2  49 .5  

トラクター＋自動操舵装置の利用規模の試算

（100馬力、1ha標準区画：長辺200ｍで作業）

自動操舵装置装着

 県農業試験場調べ

 ト ラクタ ー、 自動操舵装置、

 代かきロータ リー、 ハロー、 スタ ブルカ ルチ

 購入価格×固定費率

 各作業機の変動費合算

 春耕起、 荒・ 植代かき、 秋粗耕起

 

※　作業期間：4月16日～5月5日（ロータリー）、5月6日～25日（代かきハロー）、10月6日～25日（スタブルカルチ）を想定

（100馬力、1ha標準区画：長辺200ｍで作業）

自動操舵装置装着

 県農業試験場調べ

 ト ラクタ ー、 自動操舵装置、 ロータ リー、

　 スタ ブルカ ルチ

 購入価格×固定費率

 各作業機の変動費合算

 春粗耕起、 春耕起

 

※　作業期間：５月７日～2６日（スタブルカルチ）、５月２７日～６月１５日（ロータリー）を想定

■ 水稲４作業＋大豆２作業：部門負担割合は７割：３割を想定

水　 　 稲 大　 　 豆 水　 　 稲 大　 　 豆

①作業能率 （時間／ha）

作業可能面積　42.4ha

　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.57
　荒代かき ﾊﾛｰ   0.69
　植代かき ﾊﾛｰ   0.85
　秋粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.70

作業可能面積　35.0ha

　春粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.70
　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.57

作業可能面積　46.8ha　

　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.49
　荒代かき ﾊﾛｰ   0.62
　植代かき ﾊﾛｰ   0.77
　秋粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.59

作業可能面積　37.0ha

　春粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.59
　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.49

②購入価格 （千円） 12 ,469 4 ,187 14 ,217  4 ,936 

③年間固定費 （千円） 3,072 1,033 3,466 1,057 

④ha当たり変動費 （円） 20,819 14,339 18,973 13,107 

⑤作業請負料金 （千円） 154 94 154 94 

　利用規模の下限面積
　③／（⑤-④/1000）

（ha） 23 .1  13 .0  25 .7  13 .1  

（100馬力、1ha標準区画：長辺200ｍで作業）

慣　 　 　 　 　 行 自動操舵装置装着

 県農業試験場調べ

 水稲7割,大豆３割負担

 購入価格×固定費率

 各作業機の変動費合算

※　作業期間：水稲：4月16日～5月5日（ロータリー）、5月6日～25日（代かきハロー）、10月6日～25日（スタブルカルチ）を想定
　　　　　　　大豆：5月26日～6月1日（スタブルカルチ）、6月２日～6月15日（ロータリー）を想定

備　 考
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【トラクター試算の基礎数値】 

 

 

 

 

 

 

 

 

①　作業能率

（時間／ha）
ロータリー
（春耕起）

代かきハロー
（荒代かき）

代かきハロー
（植代かき）

スタブルカルチ
（秋粗耕起）

慣　　　　行 1.57 0.69 0.85 0.70 

自動操舵装置 1.49 0.62 0.77 0.59

対慣行削減率(％) ▲ 5.1 ▲ 10.1 ▲ 9.4 ▲ 15.7

スタブルカルチ
（春粗耕起）

ロータリー
（春耕起）

慣　行 0.7 1.57 2.27

自動操舵装置 0.59 1.49 2.08

②　購入価格

（千円） トラクター
RTK-GNSS
自動操舵装置

ロータリー 代かきハロー スタブルカルチ

価　格 11,470 2,497 1,573 2,701 913

③　年間固定費

（千円） ①トラクター
②RTK-GNSS
自動操舵装置

③ロータリー ④代かきハロー ⑤スタブルカルチ

：購入価格＊固定費率 固定費率 24.0 22.5 28.1 24.5 27.3

年間固定費 2,753 562 442 662 249 

水稲慣行 4,106 ①③④⑤ 春耕起、荒・植代かき、秋粗耕起

水稲自動操舵 4,667 ①②③④⑤ 〃

大豆慣行 3,444 ①③⑤ 春粗耕起、春耕起

大豆自動操舵 4,006 ①②③⑤ 　　　〃

④　ha当たり変動費

（円）
ロータリー

（耕起）

代かきハロー

（荒・植代かき）

スタブルカルチ

（秋粗耕起）

慣　行 9,917 6,480 4,422 20,819

自動操舵装置 9,380 5,866 3,727 18,973

スタブルカルチ
（春粗耕起）

ロータリー
（春耕起）

慣　行 4,422 9,917 14,339

自動操舵装置 3,727 9,380 13,107

⑤　作業請負料金　

（千円/ha）
ロータリー
（耕起）

代かきハロー
（荒・植代かき）

スタブルカルチ
（粗耕起）

水　稲 54 60 40 154

大　豆 54 40 94

利用規模の下限

（ha）

水　　　　稲

大　　豆

機　　械 作　業　機

機　　械 作　業　機

水　　稲　

大　　豆　

作　業　機

年間固定費　／（作業請負料金ーha当たり変動費）

合　計

合　計

合　計

合　計
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（２） 薬剤散布用ドローン（マルチロータ）の協調作業 

自動航行機能を利用したドローン（最大積載重量 10Kg）による薬剤（液剤）散布に

ついて、単独飛行の時と同じ作業員数３人で２機同時飛行とした場合、作業能率は

0.17 時間／ha で、利用下限面積は 151ha 程度と試算されます。また、作業可能面積

は単独飛行では 260ha 程度なのに対し、２機同時飛行では 362ha 程度と試算されま

す。 

このように、ドローンの性能、作業員数を変えずに単独飛行から２機同時飛行にす

ることで、利用下限面積は増加しますが、作業可能面積はそれを大きく上回り、単独

飛行よりも 1.4 倍の薬剤散布が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 水稲病害虫防除薬剤（液剤）散布作業

単独飛行

①作業員数 （人） 3 3 

②作業能率 （時間／ha） 0.24 0.17 

③購入価格 （千円） 3 ,422  6 ,060  

④年間固定費 （千円） 752 1,361 

⑤ha当たり変動費 （円） 1,364 1,005 

⑥作業請負料金 （千円） 10 10 

　利用規模の下限面積
　④／（⑥-⑤/1000） （ha） 87 .1  151  

　作業可能面積
②作業能率×年間作業時間

（ha） 260  362  

（最大積載重量10kg、自動航行機能利用、1ha標準区画（長辺200ｍ）2連担で作業）

2機同時飛行

 県農業試験場調べ

本体、 バッテリー、 充電器、 発電機、

移動式GNSS基地局

購入価格×固定費率+維持費+運搬費

発電に係る燃料費、 労賃

実装料金

 

※　作業期間：7月下旬（穂いもち・紋枯病防除）、8月上旬（斑点米カメムシ防除1回目）、8月中～下旬（斑点米カメムシ防除2回目）を想定
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（３） 施設きゅうり栽培における自動灌水装置導入の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記は、36 ページでご紹介している AI 自動灌水施肥システム「ゼロアグリ」につ

いて、導入効果を試算したものです。 

令和２年度に県が実施した鹿角市内での施設きゅうりの実証ほにおいて、①のとお

り 34％の増収効果がありました。 

②で単収・単価を仮置きして、③～⑥の考え方により試算すると、40a（ハウス面積

75 坪×11 棟）規模での導入の効果は、最大で約 244 万円となります。  

こうした装置については、上記のような直接的な効果のほか、例えば、灌水が自動

化されることで、防除や整枝作業に多くの時間を割くことが可能になり、その結果、

高品質化や収量の増加が図られるといった２次的な効果も期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<実証ﾊｳｽのきゅうり>                    <ゼロアグリ本体> 

 

なお、施設園芸のスマート農業については高知県内で先進的に取り組まれており、

炭酸ガス発生装置や細霧冷房といった環境制御技術の導入は、平成 30 年までに 380ha

に及んでいます。 

 


